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序章 計画策定の背景・目的等                             

（１） 背景・目的                                           

① 背景                                                          

国は「インフラ長寿命化計画」を平成２５年（２０１３年）１１月に、文部科学省は「インフラ長

寿命化計画（行動計画）」を平成２７年（２０１５年）３月に策定し、中長期的な維持管理・更新等

に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図る方向性が打ち出されました。これを受けて、各地

方公共団体においても、公共施設の中長期的な整備の方針を定めることが求められました。 

本市においても、平成２９年（２０１７年）３月に「東海市公共施設等総合管理計画」を策定し、

公共施設全体についての整備の基本方針と目標を定め、計画の推進に取り組んでいるところです。 

本市の学校施設は、昭和３０年代後半から５０年代にかけて多く建設され、建築後４０年を超える

建物が全体床面積の７７％を占めており、今後、限られた予算の中で建物の改修や更新（建替え）を

行っていく必要があります。 

一方、学校のニーズは多様化し、時代の変化に対応した学習内容や形態への対応、生活空間の快適

性、防災対策、環境負荷の低減など、質的な向上が求められるとともに災害発生時の避難所としての

機能も求められています。 

また、学校は地域コミュニティの核としての役割も期待されており、地域の拠点としての機能も求

められています。 

② 目的                                                              

上記の背景を踏まえ、学校施設に求められる機能を確保しながら、学校施設の老朽化対策としての

予防保全と教育環境の質的な向上を併せて実施する長寿命化により、計画的な更新（建替え）及び改

修を実施することで、中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減・財政支出の平準化を図る

ことを目的とします。 

 

 

 

 

  



 

 

2 

 

（２） 位置づけ                                            

本計画は、平成２９年３月に策定された「東海市公共施設等総合管理計画」、令和２年３月に策定さ

れた「東海市公共建築物再編計画」及び「インフラ施設の長寿命化方針」に基づき、学校施設の長寿

命化計画として、施設の維持管理・更新等の推進を図るため、具体的な対応方針を示す計画です。ま

た、国の「インフラ長寿命化基本計画」の行動計画に基づく実施計画である個別施設計画として位置

づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 位置づけ 

 

（３） 計画期間                                            

計画期間は、令和３年度（２０２１年度）から令和２２年度（２０４０年度）の２０年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

総務省 

インフラ長寿命化基本計画（平成25年11月） 

文部科学省 

インフラ長寿命化基本計画（行動計画） 

（平成25年11月） 

東海市学校施設長寿命化計画 

国 東海市 

東海市公共施設等総合管理計画（平成29年３月） 

東海市公共建築物再編計画（令和２年３月） 

インフラ施設の長寿命化方針 

 

 個別施設計画 

整合 

第６次東海市総合計画 

（平成26年３月） 
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（４） 対象施設                                             

本市が所有する小学校１２校、中学校６校、給食センター２施設の計２０施設を対象とします。 

表 1 対象施設区分 

 学校数 棟数 延床面積 

小学校 12 校 137棟 93,863 ㎡ 

中学校 6 校 78棟 61,991 ㎡ 

給食センター ２施設 11棟 3,337 ㎡ 

計 18 校２施設 226棟 159,191 ㎡ 

 

表 2 小中学校等一覧 

No 区分 学校名 所在地 

１ 小学校 緑陽小学校 名和町石谷80 

２ 名和小学校 名和町山東10 

３ 渡内小学校 荒尾町義呂1-1 

４ 平洲小学校 荒尾町片坂1 

５ 明倫小学校 荒尾町土取1-1 

６ 富木島小学校 富木島町手代44 

７ 船島小学校 富木島町船島1-1 

８ 大田小学校 大田町細田23 

９ 横須賀小学校 横須賀町大塚36 

10 加木屋小学校 加木屋町編笠9 

11 三ツ池小学校 加木屋町鎌吉良根9 

12 加木屋南小学校 加木屋町泡池2 

13 中学校 名和中学校 名和町中首羅1-1 

14 上野中学校 名和町奥平戸28 

15 平洲中学校 富貴ノ台五丁目181 

16 富木島中学校 富木島町向イ27 

17 横須賀中学校 高横須賀町猫狭間2 

18 加木屋中学校 加木屋町西御嶽18-1 

19 給食センター 明倫調理場 荒尾町土取70 

20 加木屋調理場 加木屋町倉池6 
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１章 学校施設等の目指す姿                               

（１） 学校施設等の目指す姿                                   

① 快適で安全な学校施設                                                

・児童生徒が一日の大半を過ごす重要な学習・生活の場として、安心・安全な学校生活が送れるよ 

う、屋上防水や外壁改修等の老朽化対策や、トイレの洋式化、空調機の設置などの生活環境対策の 

実施を行い、教育環境の整備を図るとともに、不審者等の対応としての各種通報システムを利用し 

た防犯対策の強化を目指します。 

・障がいの有無に関わらず安心して学校施設を利用できるようバリアフリー化を目指します。 

・本市の学校施設の耐震化率は１００％を達成しています。体育館等の照明器具等非構造部材の落 

下防止対策を順次行っていますが、未対策の学校もあるため、今後も積極的に進めていきます。 

② 学習環境の向上                                                 

・ＩＣＴ環境や多様な学習内容・形態など、新たな時代に求められる学習環境に柔軟に対応できる 

施設整備を進めていきます。 

③ 地域に開かれた学校づくりと地域拠点及び防災拠点                           

・学校、保護者、地域が一体となって、地域ぐるみで子どもを育て見守る体制を整えることができ 

るよう、学校支援協議会等の活動の充実を図り、開かれた学校づくりを推進します。 

・地域の拠点として地域密着型施設等との複合化や集約化についての検討を進めていきます。 

・学校は、災害時において地域の避難所として利用されるため、備蓄倉庫や発電設備等の整備をは 

じめ、地域の防災拠点としての平時からの防災機能強化を図ります。 

④ 学校施設の規模の適正化                                           

・将来的な児童生徒数の変動に対しては、地域や保護者の理解を得ながら学校規模の適正化を目指 

します。 

⑤ 安心安全な学校給食の提供                                         

・給食センターは、児童生徒に安心で安全な給食を安定して提供する必要があることから、常に安 

全で衛生的な作業環境が保てるよう計画的な施設整備を進めていきます。 

⑥ 予防保全による長寿命化                                           

・日常点検や定期点検による施設の劣化状況を把握することにより、計画的な予防保全を実施し、 

施設の長寿命化を図ります。 
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（２） 上位・関連計画の整理                                    

    

計画名 内容 

学校指導要領 

（平成29年告示） 

【小学校、中学校】 

＜これらからの学校に求められること＞ 

教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の児童・

生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他

者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可

能な社会の創り手となることができるようにすることが求めら

れる。 

 

教育振興基本計画 

（第３期） 

計画期間：2018～2022 

策定年月：2018年６月 

策定機関：文部科学省 

 

【公共学校の施設に関す

る事項のうち未実施内容

を中心に抜粋】 

 

＜今後の教育政策に関する基本的な方針＞ 
１.夢と志を持ち，可能性に挑戦するために必要となる力を育
成する  

２.社会の持続的な発展を牽引けんいんするための多様な力を
育成する  

３.生涯学び，活躍できる環境を整える  
４.誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネット
を構築する  

５.教育政策推進のための基盤を整備する 
＜今後５年間の教育政策の目標と施策群＞ 
■教育政策推進のための基盤を整備する 
目標（１８）安全・安心で質の高い教育研究環境の整備        
（測定指標） 
・公立学校施設の長寿命化計画の策定率を100％にする 
・緊急的に老朽化対策が必要な公立小中学校施設の未改修面積
の計画的な縮減 

○安全・安心で質の高い学校施設等の整備の推進 
・公立学校について，長寿命化改修を中心とした計画的な老朽
化対策の実施に加え，非構造部材の耐震対策，防災機能強
化，教育環境の質的向上を推進する。 

 

第６次東海市総合計画 

 

計画期間：2014～2023 

策定年月：2014年3月 

 

【学校の施設に関する事

項を抜粋】 

 

第２章 人づくり・心そだて第１節 学校教育の充実 
第１節 学校教育 
施策10 子どもたちにとって楽しい学校をつくる 
＜めざすまちの姿＞ 
子どもたちにとって学校が楽しく、不登校児童生徒が少ない 

●快適・安全に教育を受けることができる学校施設、設備、

環境が整っています。 
●安全で栄養豊かな学校給食を食べ、健やかに成長していま
す。 

10－3 快適で安全な学校生活を充実させる 

・施設整備を図り、学校や子どもの状況に応じた支援を行う

など、快適・安全な学校生活を送ることができる環境づくり

を進めます。 

10－5 食の大切さと楽しさを理解させる 

・子どもが食の大切さと楽しさを学び、健やかに成長できる

よう安全な学校給食を提供します。 
施策11 学校、家庭、地域が連携して子どもの健全な成長を支
える 
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計画名 内容 

＜めざすまちの姿＞ 
子どもの健全な成長に対して、学校、家庭、地域などが連携
している 

●学校が地域に開かれており、地域の人々がさまざまな形で

学校に関わっています。 
11－1 地域に開かれた学校をつくる 

・学校を開放し、情報を発信することで、訪れやすく愛着を

持つことができる学校づくりを進めるとともに、地域住民に

学校のことをよく知ってもらうなど、学校、家庭、地域の連

携による教育を進めます。 
施策22 市民と市が一体となって災害に備える 
22－３ 地域と市の連携を強化する 

・地域、学校、市民活動団体、関係機関などと協力し、防災

訓練や各種防災対策を進めます。 

 

東海市公共施設等総合管

理計画 

計画期間：2017～2036 

策定年月：2017年3月 

 

【学校の施設に関する事

項を抜粋】 

 

＜公共施設等の管理に関する基本的な考え方＞ 

■ 点検・診断等の実施方針 

〇継続的な利用が見込まれる公共施設等は、予防保全型維持管

理の視点に立って、劣化が進む前に計画的に点検や劣化診断

を行っています。特に、経年による劣化や自然災害等の外

的負荷による性能低下等の状況を定期的に把握し、予防保

全的な観点から対策を検討します。 

また、公共建築物は、点検・診断等のデータを保全マネジメ

ントシステムに集約・蓄積し、老朽化対策等に活用します。 

■ 維持管理・修繕・更新等の実施方針 

〇施設が破損・故障してから修繕する「事後保全」から、点

検・診断等の結果に基づき計画的に適切な維持管理・修繕・

更新等を行う「予防保全」へ転換し、機能や性能の保持及び

回復を図ります。公共施設等の更新は、今後の複合化、広域

化及び廃止などの方向性を踏まえ、必要な公共施設等のみを

対象とします。また、公共建築物は、修繕、改修、更新等の

データを保全マネジメントシステムに集約・蓄積し、老朽化

対策等に活用します。 

＜施設類型ごとの管理に関する基本的方針＞ 

〇学校施設は、児童・生徒が日常的に使用し、本市で最も大

きな割合を占める施設であることや築30年以上経過してい

る施設が多いことから、特に計画的な維持管理・長寿命化を

進め、児童・生徒の安全性を確保していきます。 

〇近年、児童・生徒数は微増していますが、将来的には児

童・生徒数の変動に合わせた施設の整備などによって、学校

規模の適正化を図っていきます。 

〇給食センターについては、児童・生徒への安全な給食の提供

を第一としつつ、社会情勢の変化や多様化する市民ニーズ等

に対応した施設のあり方について検討していきます。施設の

運営・維持管理については、より効率的・効果的な運営を図

るとともに、更新にあたっては、児童・生徒数の変動に合わ

せた施設規模の適正化を図っていきます。 

 

東海市公共建築物再編計

画 

＜再配置の取組方針＞ 

複合化・集約化の方針 

■ 保有施設量の最適化に向けた取組みの基本方針 
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計画名 内容 

計画期間：2021～2040 

策定年月：2020年3月 

【学校の施設に関する事

項を抜粋】 

 

 〇再配置の核となる施設との複合化によるまちづくり 

まちづくりを進めるうえで、市民の生涯学習活動や地域

活動の核となる施設への複合化や集約化を進めます。 

 〇地域の拠点施設との複合化、集約化による再配置 

地域密着型施設は、地域の拠点となる小学校を中心に複

合化や集約化を検討し、小学校区に１施設を基本に再配

置を進めます。 

 〇更新時の延床面積の縮減 

施設を更新する際は、施設の共用や相互利用を積極的に

検討し、延床面積の縮減を進めます。 

 〇既存施設の有効活用と保有施設量の縮減 

新しい社会環境やニーズに対応する際は、新規に整備す

るのではなく、既存施設の用途変更や空きスペースの有

効活用に努めます。 

また、新たな施設整備や増築を行う場合は、長期的な視

野での既存施設の廃止・縮小を計画し、保有施設量の縮

減を進めます。 

■ 地域密着型施設再配置の取組方針 

○小学校を拠点とする集約化と多機能化 

 地域の子どもたちが学び、地域のコミュニティ活動で大

きな役割を持つ小学校等を拠点にして、公民館・市民館

や児童館等の集約化・多機能化を検討し、地域の拠点空

間としての形成を進めます。 

維持管理・修繕の方針 

■ 点検・診断等の実施 

○計画的に維持管理・修繕等を行う予防保全の考え方に基づ

いて、日常的な点検・診断、定期点検を実施し、施設の安

全性や利便性を確保するための長寿命化を進めます。 

■ 予防的修繕の実施 

  ○公共建築物を耐用年数（ＲＣ造等は80年、木造等は50

年）まで長期的に使用するためには、耐用年数の中間年

（ＲＣ造等では40年経過時）に大規模改修を行うだけで

なく、大規模改修との中間年（ＲＣ造等では20年経過時

と60年経過時）に定期修繕を行うなど劣化の早期段階に

おける予防的修繕を実施し、ライフサイクルコスト全体

を下げる取組みを進めます。 

  〇施設を更新する際は、イニシャルコスト（施設整備に伴

う初期経費）やランニングコスト（維持管理・施設運営

に伴う経費）の抑制と、維持管理がしやすい構造・仕様

にします。 

また、将来の市民ニーズの変化に対応するため、柔軟な

利用形態への変更や、同じ類型の地域密着型施設は、同

じ機能、同じ仕様になるように計画します。 

〇地域密着型施設は、耐用年数を迎える10年前までに、施

設の統合や他施設との複合化を検討します。 

再配置の方向性と論点の整理 

＜施設検討の方向性と論点＞ 

■推進項目（方向性） □検討項目（論点） 

■学校施設は、将来的な児童生徒数の変動に合わせて、学校規

模の適正化を図ります。  

■学校施設は、地域の拠点として複合化や集約化を推進しま
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計画名 内容 

す。  

■学校施設を地域の拠点として複合化や集約化をする場合

は、メリットを生かし、デメリットを少なくするための施設

配置等を検討します。  

■学校プールは、民間施設を活用した水泳授業の移行を進めま

す。  

■学校給食センターは、更新する際は施設統合等を行い、既存

施設の延床面積に対して縮減を図ります。 
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２章 学校施設の実態把握                                        

（１） 学校施設等の把握及び分析                                  

① 学校施設の配置状況                                                   

本計画の対象となる小学校１２校、中学校６校、給食センター２施設の市内の配置状況は以下のとお

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 施設の配置状況 

小学校 

中学校 

給食センター 
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② 学校施設の保有量                                                

本計画の対象とする学校施設としては、２２６棟、延床面積約１５．９万㎡を対象とします。この

うち、築３０年以上経過した建物は１９３棟、延床面積は約１３．９万㎡であり、面積割合で８７％

を占めており、今後、これらの建物の改修や更新（建替え）を行っていくことが必要となっていま

す。さらに、築４０年以上経過した建物は１４６棟、延床面積１２．２万㎡であり、面積割合で７

７％を占めています。その多くは、昭和３０年代後半から５０年代に集中して建築されていることか

ら、今後これら老朽建物の改修や更新（建替え）のタイミングも一斉に迎えることとなり、財政支出

の平準化を検討する必要があります。 

 

 

図 3 学校施設の保有量 
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築20年以上 204棟（90%） 14.1万㎡（89%）

対象建物

226棟

15.9万㎡

（年度）

築30年以上 193棟（85%） 13.8万㎡（87%）

築30年以上

1.7万㎡(11%)

築40年以上

5.4万㎡(34%)
築20年以上

0.3万㎡(2%)

築10年以上

1.6万㎡(10%)
築10年未満

0.2万㎡(1%)

築50年以上

6.8万㎡(43%)

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他小学校 その他小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他中学校 その他小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他

築40年以上 146棟（65%） 12.2万㎡（77%）
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③ 対象一覧                                                      

学校施設台帳のデータ等をもとに計画策定のための建物情報を整理しました。 

表 3 施設一覧 

施設名称 建物名称 棟数 構造 階数 
延床面積 

(㎡) 
竣工年度 築年数 

緑陽小学校  

本館 

10 

RC 4 4,968 1971（S46） 49 

南館 RC 3 1,448 2010（H22） 10 

屋内運動場 RC 2 1,090 1973（S48） 47 

プール管理棟 RC 1 166 2008（H20） 12 

名和小学校  

本館 

17 

RC 2 1,368 1957（S32） 63 

中館 RC 3 2,655 1965（S40） 55 

北館 RC 3 1,833 1968（S43） 52 

屋内運動場 RC 1 1,128 1969（S44） 51 

プール管理棟 S 1 213 1992（H4） 28 

渡内小学校  

本館 

8 

RC 4 3,847 1973（S48） 47 

南館 RC 3 1,796 1975（S50） 45 

屋内運動場 RC 2 1,196 1975（S50） 45 

プール管理棟 S 1 174 1978（S53） 42 

平洲小学校  

本館 

16 

RC 2 1,406 1957（S32） 63 

中館 RC 3 2,677 1967（S42） 53 

北館 RC 2 1,546 1969（S44） 51 

西館 RC 2 663 1978（S53） 42 

屋内運動場 RC 3 1,326 1971（S46） 49 

プール管理棟 S 1 175 1980（S55） 40 

明倫小学校  

北館 

10 

RC 3 3,214 1968（S43） 52 

本館 RC 3 3,110 1969（S44） 51 

屋内運動場 RC 1 1003 1971（S46） 49 

プール管理棟 S 1 164 1975（S50） 12 

富木島小学校  

本館 

12 

RC 3 2,814 1967（S42） 53 

中館 RC 3 2,431 1965（S40） 55 

南館 RC 2 1,657 1965（S40） 55 

屋内運動場 RC 1 1015 1970（S45） 50 

プール管理棟 S 1 174 1981（S56） 39 

船島小学校  
本館 

7 
RC 4 4,587 1980（S55） 40 

屋内運動場 RC 1 1,128 1980（S55） 40 

大田小学校  

北館 

11 

RC 4 4,052 1972（S47） 48 

本館 RC 2 944 1976（S51） 44 

屋内運動場 RC 2 1,105 1976（S51） 44 
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施設名称 建物名称 棟数 構造 階数 
延床面積 

(㎡) 
竣工年度 築年数 

横須賀小学校  

１棟 

22 

RC 2 1,733 1962（S37） 58 

２棟 RC 2 1,528 1962（S37） 58 

３棟 RC 2 1,697 1962（S37） 58 

４棟 RC 2 1,711 1964（S39） 56 

本館 RC 2 2,749 1966（S41） 54 

屋内運動場 RC 2 1,462 1999（H11） 21 

プール管理棟 S 1 211 1993（H5） 27 

加木屋小学校  
本館、南館 

6 
RC 4 7,431 2009（H21） 11 

屋内運動場 RC+S 2 1,681 2011（H23） 9 

三ツ池小学校  

本館 

8 

RC 4 3,325 1975（S50） 45 

南館 RC 2 1,282 1981（S56） 39 

屋内運動場 RC 2 1,237 1976（S51） 44 

プール管理棟 S 1 233 1995（H7） 25 

加木屋南小学校  

北館 

10 

RC 3 2,867 1968（S43） 52 

本館 RC 3 3,298 1969（S44） 51 

南館 RC 2 525 1972（S47） 48 

屋内運動場 RC+S 1 1,474 2010（H22） 10 

プール管理棟 S 1 189 1977（S52） 43 

名和中学校 

本館 

9 

RC 4 4,502 1979（S54） 41 

屋内運動場 RC 1 1,394 1979（S54） 41 

北館兼柔剣道場 RC 3 2,761 1982（S57） 38 

プール管理棟 S 1 164 1975（S50） 45 

上野中学校  

本館 

15 

RC 3 2,240 1962（S37） 58 

中館 RC 3 2,452 1967（S42） 53 

南館 RC 3 2,904 1970（S45） 50 

柔剣道場 S 1 410 1980（S55） 40 

プール管理棟 S 1 180 1993（H5） 27 

屋内運動場 SRC 1 1,659 2003（H15） 17 

平洲中学校  

本館 

14 

RC 4 4,886 1983（S58） 37 

屋内運動場兼柔剣
道場 

RC 2 2,206 1984（S59） 36 

北館 RC 2 1,351 1985（S60） 35 

富木島中学校  

本館 

15 

RC 3 5,400 1968（S43） 52 

北館 RC+S 1 2,697 1969（S44） 51 

柔剣道場 S 2 445 1982（S57） 38 

屋内運動場 SRC 1 1,690 2008（H20） 12 

プール管理棟 W 1 240 1970（S45） 50 

横須賀中学校  

北館 

18 

RC 3 2,862 1963（S38） 57 

中館 RC 3 3,300 1963（S38） 57 

本館 RC 3 2,585 1964（S39） 56 

屋内運動場 RC 2 1,513 1964（S39） 56 

柔剣道場 S 1 408 1964（S39） 56 

プール管理棟 S 1 226 1993（H5） 27 
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施設名称 建物名称 棟数 構造 階数 
延床面積 

(㎡) 
竣工年度 築年数 

加木屋中学校  

北館 

7 

RC 4 4,148 1974（S49） 46 

本館 RC 4 3,912 1975（S50） 45 

技術棟 RC 2 1,266 1977（S52） 43 

プール管理棟 S 1 164 1974（S49） 46 

屋内運動場 SRC 2 1,644 2009（H21） 11 

明倫調理場  調理室・事務室 6 
RC 2 845 1971（S46） 49 

S 1 798 1999（H11） 21 

加木屋調理場  調理室・事務室 5 

RC 1 35 1974（S49） 46 

RC 2 1,224 1974（S49） 46 

S 1 59 2005（H17） 15 

※ 倉庫等の付属施設は棟数のみに含むものとします。 

※ 学校のプールについては、建築物ではないため、ここでは記載してありません。 

 

④ 施設の設置目的及び状態等                                          

⑴ 施設の設置目的 

【小中学校】 

子どもたちが楽しく、安心して生活できる学びの場として、自己を成長させるとともに、集団生

活を通して社会性、生きる力を身に付ける役割を担います。 

【給食センター】 

   子どもたちが望ましい食習慣を身に付けることができるよう、学校における指導体制の整備を図

り、安心・安全な給食を実施する役割を担います。 

   ⑵ 施設の改修状況 

    施設の改修状況は表４のとおりです。 

表 4 改修状況 

No. 施設名称 主構造 
延床面積

(㎡) 
竣工年度 

経過
年数 

耐震改修 
屋根 
防水 

外壁 

1 

緑陽 
小学校  

本館 RC 4,968 
1971

（S46） 
49 2004 (H16) 2015 (H27)  2004 (H16)  

2 屋内運動場 RC 1,090 
1973

（S48） 
47 2008 (H20) 2008 (H20)  2016 (H28)  

3 
南館、渡り
廊下 

RC 1,448 
2010

（H22） 
10 新耐震 未実施 未実施 

4 

名和 
小学校  

本館 RC 1,365 
1957

（S32） 
63 不要 2020 (R2)  1985 (S60)  

5 中館 RC 2,655 
1965

（S40） 
55 2004 (H16) 未実施 未実施 

6 北館 RC 1,833 
1968

（S43） 
52 2007 (H19) 未実施 未実施 

7 屋内運動場 RC 1,128 
1969

（S44） 
51 2007 (H19) 2016 (H28)  2016 (H28)  

8 

渡内 
小学校  

本館 RC 3,847 
1973

（S48） 
47 2009 (H21) 1999 (H11)  1990 (H2)  

9 南館 RC 1,796 
1975

（S50） 
45 2008 (H20) 未実施 1991 (H3)  

10 屋内運動場 RC 1,196 
1975

（S50） 
45 2008 (H20) 2008 (H20)  1991 (H3)  
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No. 施設名称 主構造 
延床面積

(㎡) 
竣工年度 

経過
年数 

耐震改修 
屋根 
防水 

外壁 

11 

平洲 
小学校  

本館 RC 1,406 
1957

（S32） 
63 2008 (H20) 1999 (H11)  1984 (S59)  

12 中館 RC 2,677 
1967

（S42） 
53 2007 (H19) 2017 (H29)  1991 (H3)  

13 北館 RC 1,546 
1969

（S44） 
51 2008 (H20) 1993 (H5)  1993 (H5)  

14 西館 RC 663 
1978

（S53） 
42 不要 未実施 未実施 

15 屋内運動場 RC 1,326 
1971

（S46） 
49 2008 (H20) 2009 (H21)  2009 (H21)  

16 

明倫 
小学校  

北館 RC 3,214 
1968

（S43） 
52 2009 (H21) 1992 (H4)  1992 (H4)  

17 本館 RC 3,110 
1969

（S44） 
51 2008 (H20) 1981 (S56)  2000 (H12)  

18 屋内運動場 RC 1,003 
1971

（S46） 
49 2009 (H21) 2009 (H21)  2005 (H17)  

19 

富木島
小学校  

本館 RC 2,814 
1965

（S40） 
55 2007 (H19) 2007 (H19)  1984 (S59)  

20 中館 RC 2,431 
1965

（S40） 
55 2008 (H20) 1988 (S63)  未実施 

21 南館 RC 1,657 
1967

（S42） 
53 2009 (H21) 1993 (H5)  1993 (H5)  

22 屋内運動場 RC 1,015 
1970

（S45） 
50 2007 (H19) 2011 (H23)  2018 (H30)  

23 
船島 
小学校  

本館 RC 4,587 
1980

（S55） 
40 2007 (H19) 2017 (H29)  1996 (H8)  

24 屋内運動場 RC 1,128 
1980

（S55） 
40 2009 (H21) 2009 (H21)  未実施 

25 

大田 
小学校  

北館 RC 4,052 
1972

（S47） 
48 2008 (H20) 1999 (H11)  2001 (H13)  

26 屋内運動場 RC 1,105 
1976

（S51） 
44 2009 (H21) 2014 (H26)  2014 (H26)  

27 本館 RC  944 
1976

（S51） 
44 不要 未実施 2014 (H26)  

28 

横須賀
小学校  

１棟 RC 1,733 
1962

（S37） 
58 2008 (H20) 2008 (H20)  1986 (S61)  

29 ２棟 RC 1,528 
1962

（S37） 
58 2006 (H18) 1990 (H2)  2006 (H18)  

30 ３棟 RC 1,697 
1962

（S37） 
58 2007 (H19) 2004 (H16)  2007 (H19)  

31 ４棟 RC 1,711 
1964

（S39） 
56 2007 (H19) 2000 (H12)  2007 (H19)  

32 本館 RC 2,749 
1966

（S41） 
54 1999 (H11) 1988 (S63)  2005 (H17)  

33 屋内運動場 RC 1,462 
1999

（H11） 
21 新耐震 未実施 未実施 

34 

加木屋
小学校  

屋内運動場 RC 1,681 
2011

（H23） 
9 不要 未実施 未実施 

35 南館 RC 4,155 
2009

（H21） 
11 不要 未実施 未実施 

36 本館 RC 3,276 
2010

（H22） 
10 不要 未実施 未実施 

37 

三ツ池
小学校  

本館 RC 3,325 
1975

（S50） 
45 2009 (H21) 2018 (H30)  2018 (H30)  

38 屋内運動場 RC 1,237 
1976

（S51） 
44 2009 (H21) 2009 (H21)  未実施 

39 南館 RC 1,282 
1981

（S56） 
39 不要 2010 (H22)  未実施 
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No. 施設名称 主構造 
延床面積

(㎡) 
竣工年度 

経過
年数 

耐震改修 
屋根 
防水 

外壁 

40 

加木屋

南 
小学校  

北館 RC 2,867 
1968

（S43） 
52 2007 (H19) 1983 (S58)  未実施 

41 本館 RC 3,298 
1969

（S44） 
51 2005 (H17) 1996 (H8)  1996 (H8)  

42 南館 RC 525 
1972

（S47） 
48 不要 未実施 未実施 

43 屋内運動場 RC+S 1,474 
2010

（H22） 
10 新耐震 未実施 未実施 

44 

名和 
中学校 

本館 RC 4,502 
1979

（S54） 
41 2009 (H21) 2016 (H28)  未実施 

45 体育館 RC 1,394 
1979

（S54） 
41 2005 (H17) 未実施 2005 (H17)  

46 北館 RC 2,761 
1982

（S57） 
38 不要 1996 (H8)  未実施 

47 

上野 
中学校  

本館 RC 2,240 
1962

（S37） 
58 2006 (H18) 2016 (H28)  2018 (H30)  

48 中館 RC 2,452 
1967

（S42） 
53 2008 (H20) 2012 (H24)  1996 (H8)  

49 南館 RC 2,904 
1970

（S45） 
50 2008 (H20) 1994 (H6)  1994 (H6)  

50 柔剣道場 S 410 
1980

（S55） 
40 不要 未実施 未実施 

51 屋内運動場 SRC 1,659 
2003

（H15） 
17 新耐震 未実施 未実施 

52 

平洲 
中学校  

本館 RC 4,886 
1983

（S58） 
37 不要 未実施 未実施 

53 屋内運動場 RC 2,206 
1984

（S59） 
36 不要 2018 (H30)  2018 (H30)  

54 北館 RC 1,351 
1985

（S60） 
35 不要 未実施 未実施 

55 

富木島
中学校  

本館（東） RC 2,931 
1968

（S43） 
52 2006 (H18) 

1999 (H11)  2006 (H18)  

56 本館（西） RC 2,469 
1969

（S44） 
51 2006 (H18) 

57 北館 RC 1,048 
1973

（S48） 
47 不要 

2015 (H27)  未実施 58 北館 RC 91 
1981

（S56） 
39 不要 

59 北館 S 1,558 
1981

（S56） 
39 不要 

60 柔剣道場 S 445 
1982

（S57） 
38 不要 未実施 未実施 

61 屋内運動場 SRC 1,690 
2008

（H20） 
12 不要 未実施 未実施 

62 

横須賀
中学校  

北館 RC 2,802 
1963

（S38） 
57 2009 (H21) 

1997 

(H9)  

1986 

(S61)  

63 ＥＶ棟 S 60 
2007

（H19） 
13 新耐震 未実施 未実施 

64 中館 RC 3,300 
1963

（S38） 
57 2007 (H19) 1995 (H7)  1995 (H7)  

65 本館 RC 2,585 
1964

（S39） 
56 2006 (H18) 1994 (H6)  1994 (H6)  

66 屋内運動場 RC 1,513 
1964

（S39） 
56 不要 1990 (H2)  未実施 

67 柔剣道場 S 408 
1964

（S39） 
56 2009 (H21) 未実施 未実施 
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No. 施設名称 主構造 
延床面積

(㎡) 
竣工年度 

経過
年数 

耐震改修 
屋根 
防水 

外壁 

68 

加木屋
中学校  

北館 RC 4,148 
1974

（S49） 
46 2004 (H16) 1998 (H10)  2000 (H12)  

69 本館 RC 3,912 
1975

（S50） 
45 2005 (H17) 1998 (H10)  1998 (H10)  

70 技術棟 RC 1,266 
1977

（S52） 
43 不要 

未実施 未実施 

71 柔剣道場 S 447 
1981

（S56） 
39 不要 

72 屋内運動場 SRC 1,644 
2009

（H21） 
11 新耐震 未実施 未実施 

73 
明倫 
調理場  

調理室・事
務室 

RC 845 
1971

（S46） 
49 2012 (H24) 

2018 (H30)  1995  (H7) 

74 S 798 
1999

（H11） 
21 不要 

75 

加木屋
調理場  

調理室・事
務室 

RC 35 
2005

（H17） 
15 不要 

2000  (H12) 
※事務所のみ 

未実施 76 RC 1,224 
1974

（S49） 
46 不要 

77 S 59 
2005

（H17） 
15 不要 

 

⑤ 施設関連経費の推移                                                  

小中学校における平成２７年度（２０１５年度）から令和元年度（２０１９年度）の５年間における

施設関連経費は、年間約３．３億円から約１１．２億円で推移しており、５年間の平均は約５．８億 

円／年となっています。なお、平成３０年度（２０１８年度）から令和元年度（２０１９年度）にか

けて集中的に行った普通教室空調設備工事１０．７億円を除いた５年間の平均は、約３．７億円／年

となっています。 

また、経費の内訳としましては、屋根・外壁等の改修や設備の更新費用であるその他施設整備費が最

も高くなっており、平成３０年度（２０１８年度）には一番高く、３．４億円となっています。これ

は、平成２５年度（２０１３年度）に公共建築物保全指針を策定し、平成２６年度（２０１４年度）

以降、施設の長寿命化を図るため施設の保全を進めており、平成３０年度（２０１８年度）から公共

建築物保全基金を活用し、本格的に屋根や外壁の改修工事等の長寿命化工事を開始したことによるも

のです。令和元年度（２０１９年度）の０．８億円に減した経緯については、工事の全体の費用の平

準化により、空調設備工事以外の工事を抑えたものであり、普通教室空調設備工事を除いた、その他

施設整備費５年間の平均は約２．１億円となっています。次に高いのは、光熱水費となっており、５

年間の平均は約０．８億円／年となっています。 

給食センターにおける平成２７年度（２０１５年度）から令和元年度（２０１９年度）の５年間にお

ける施設関連経費は、年間約４．５千万円から約７．７千万円で推移しており、５年間の平均は約

５．９千万円／年となっています。また、経費の内訳としましては、光熱水費が最も高くなっており

５年間の平均は約３．１千万円／年となっています。次に高いのは、その他施設整備費となってお

り、平成３０年度（２０１８年度）及び令和元年度（２０１９年度）のその他施設経費は、３千万

円、２，２８０万円とほかの年度より高くなっていますが、同様に基金を活用した長寿命化工事によ

り、平成３０年度（２０１８年度）に明倫調理場の屋上防水改修工事、令和元年度（２０１９年度）

に空調設備改修工事を行ったことによるものです。５年間の平均は約１．２千万円／年となっていま

す。 
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表 5 小中学校の施設関連費の推移                     （単位：千円） 

  
2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 

2019 

（R1） 
５年平均 

施設整備費 0 0 109,790 
162,956 

（０） 

904,802 

（０） 

235,510 

（21,958） 

その他施設整備費 192,290 218,522 219,135 342,250 81,167 210,673 

維持修繕費 18,282 21,786 25,503 21,745 17,149 20,893 

光熱水費 84,728 80,579 84,436 87,934 86,939 84,923 

委託費 31,149 30,966 30,142 30,949 34,750 31,591 

施設関連経費合計 326,449 351,853 469,006 
645,834 

（482,878） 

1,124,807 

（220,005） 

583,590 

（370,038） 

注）カッコ内の数字は普通教室空調機整備費を除いた費用 

※「施設整備費」は新設整備、「その他施設整備」は屋根や外壁等の改修、設備の更新費用 

 

 

図 4 小中学校の施設関連費の推移 
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表 6 給食センターの施設関連費の推移                     （単位：千円） 

  
2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 

2019 

（R1） 
５年平均 

施設整備費 0  0  0  0  0  0 

その他施設整備費 1,751 1,518 1,830 30,000 22,769 11,574 

維持修繕費 6,432 8,365 8,615 9,953 10,174 8,708 

光熱水費 33,274 29,934 30,320 31,888 31,443 31,372 

委託費 7,732 4,967 8,250 5,485 8,787 7,044 

施設関連経費合計 49,189 44,784 49,015 77,326 73,173 58,697 

※「施設整備費」は新設整備、「その他施設整備」は屋根や外壁等の改修、設備の更新費用 

 

図 5 給食センターの施設関連費の推移 
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⑥ 児童生徒数及び学級数の推移                                          

児童生徒数の推移については、昭和５５年度（１９８０年度）の１６，６３６人をピークに減少

し、令和２年度（２０２０年度）には１０，３７３人になっており、ピーク時と比較して６割程度と

なっています。 

平成２７年度（２０１５年度）から令和８年度（２０２６年度）までの最近の１２年間の児童生徒

数の推移では、児童生徒数の微増、微減はあるものの大きな変化はなく、令和６年度（２０２４年

度）から令和８年度（２０２６年度）までわずかに減少していく推計となっています。 

学級数の推移について、昭和５７年度（１９８２年度）の４２８学級をピークに減少し、令和２年

度（２０２０年度）には３７５学級になっており、ピーク時と比較して８割程度となっています。 

近年は、児童生徒数は横ばいで推移しておりますが、小学校１年生、２年生、中学校１年生が３５

人学級に移行したことや小学校の特別支援学級が増加していることから、学級数については、増加し

ています。 

なお、令和３年度（２０２１年度）から令和８年度（２０２６年度）の推計上の特別支援学級の学

級数については、令和２年度（２０２０年度）の学級数を維持するものとして設定しています。 

学校別の学級数の推移について、大田小学校及び加木屋小学校については、土地区画整理事業等が

予定されていることから、今後、児童生徒数が大きく増えることが想定されます。 

 

図 6 児童生徒数及び学級数の推移 
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表 7 学校別の児童数及び学級数の推移（各年度5月1日現在）              （単位：人、学級） 

        

  
S46 

1971 

S51 

1976 

S61 

1986 

H8 

1996 

H18 

2006 

H28 

2016 

H29 

2017 

H30 

2018 

R1 

2019 

R2 

2020 

R3 

2021 
R4 

2022 
R5 

2023 
R6 

2024 
R7 

2025 
R8 

2026 

緑陽小 
児童数 485 671 515 439 537 629 601 579 564 540 516 511 508 494 471 461 

学級数 14 20 17 14 19 21 22 21 22 23 23 22(23) 21(23) 21(23) 20(21) 19(21) 

名和小 
児童数 1122 1198 871 754 757 829 854 888 883 877 859 868 843 809 766 720 

学級数 29 29 24 22 23 27 28 29 30 30 29 28(29) 28(29) 28(29) 26(28) 25(26) 

渡内小 
児童数 - 848 588 429 367 496 491 489 471 427 439 409 403 373 382 378 

学級数 - 23 16 15 14 18 18 18 18 16 17 16(16) 15(16) 14(15) 14(15) 14(15) 

平洲小 
児童数 1357 1259 970 837 938 897 879 892 861 852 843 856 838 827 830 839 

学級数 32 31 25 25 28 29 30 31 30 30 30 30(31) 30(31) 29(31) 30(32) 31(32) 

明倫小 
児童数 977 934 674 436 297 215 215 213 208 220 234 253 263 266 257 257 

学級数 25 26 19 15 13 10 9 10 12 12 14 14(15) 15(16) 16(17) 15(16) 15(16) 

富木島小 
児童数 1312 1408 1087 652 460 774 821 865 873 852 817 741 721 647 618 613 

学級数 32 35 28 19 16 26 25 28 29 28 27 25(25) 25(25) 24(24) 22(23) 22(23) 

船島小 
児童数 - - 447 348 286 320 318 308 301 318 321 337 339 337 330 314 

学級数 - - 14 13 12 14 14 14 14 14 14 14(14) 14(14) 14(14) 14(14) 14(14) 

大田小 
児童数 441 775 494 389 414 377 389 401 428 450 476 500 540 583 623 675 

学級数 12 21 15 13 15 16 15 15 16 16 17 17(18) 18(19) 20(21) 21(22) 22(23) 

横須賀小 
児童数 1573 1378 1147 925 1019 803 747 770 744 721 733 740 768 799 812 837 

学級数 37 35 30 26 33 28 26 28 26 27 26 26(26) 27(27) 29(29) 30(30) 30(31) 

加木屋小 
児童数 465 557 465 495 415 573 603 618 636 609 591 571 600 603 623 635 

学級数 12 15 15 17 15 21 23 25 26 25 25 25(25) 25(26) 25(26) 24(26) 24(26) 

三ツ池小 
児童数 - 534 417 297 251 302 300 317 326 322 326 330 328 322 317 312 

学級数 - 14 13 12 11 15 15 16 17 17 17 17(17) 17(17) 17(17) 17(17) 17(17) 

加南小 
児童数 1025 1084 1094 703 737 758 786 828 820 863 863 838 810 761 741 676 

学級数 26 28 28 22 22 25 27 28 28 30 29 28(29) 28(29) 26(28) 25(28) 23(26) 

小学校 

計 

児童数 8757 10646 8769 6704 6478 6973 7004 7168 7115 7051 7018 6954 6961 6821 6770 6717 

学級数 219 277 244 213 221 250 252 263 268 268 268 262(268) 263(272) 263(274) 258(273) 256(270) 

名和中 
児童数 - - 576 356 338 520 535 529 501 514 519 508 498 480 494 485 

学級数 - - 16 12 10 17 17 17 16 16 17 16 16 15 16 15 

上野中 
児童数 1241 1505 885 443 381 437 437 429 431 476 485 520 475 520 472 476 

学級数 29 36 23 14 13 15 14 14 16 17 15 16 15 16 15 15 

平洲中 
児童数 - - 744 412 395 508 515 484 459 441 456 430 464 462 453 435 

学級数 - - 18 12 12 17 17 16 16 15 15 14 15 15 15 14 

富木島中 
児童数 828 1006 1008 743 526 533 518 548 576 600 624 666 692 711 679 664 

学級数 20 25 25 21 17 18 18 18 19 19 19 20 21 22 21 21 

横須賀中 
児童数 1586 1104 1195 907 809 865 850 775 772 746 769 762 744 731 724 741 

学級数 37 27 29 26 23 28 27 24 23 22 23 23 22 21 21 22 

加木屋中 
児童数 - 994 980 542 441 617 622 574 551 545 581 613 652 700 686 701 

学級数 - 23 23 16 13 19 20 18 18 18 18 19 20 21 21 21 

中学校計 
児童数 3655 4609 5388 3403 2890 3480 3477 3339 3290 3322 3434 3499 3525 3604 3508 3502 

学級数 86 111 134 101 88 114 113 107 108 107 107 108 109 110 109 108 

小中計 
児童数 12412 15255 14157 10107 9368 10453 10481 10507 10405 10373 10452 10453 10486 10425 10278 10219 

学級数 305 388 378 314 309 364 365 370 376 375 375 370(376) 372(381) 373(384) 367(382) 364(378) 

推 計 実 績 

※ カッコ内の数字は段階的に３５人学級にした場合の学級数 
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（２） 学校施設の老朽化状況の確認                                      

① 構造躯体の健全性の状況の整理                                            

計画策定にあたり、長時間の建物使用の可否を評価するため、築３０年以上かつ延床面積が５００ 

㎡以上の建物を対象に、すでに実施してある耐震診断及び耐久度調査の結果を参考にし、耐震安全

性、コンクリートの圧縮強度について文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」で示

された評価方法を参考に構造躯体の健全性を整理しました。 

 

表 8 構造躯体の健全性の判定項目 

情報・評価 記載・判定内容 

構造躯体の健全性 

 

耐震安全性 新耐震・旧耐震基準 

旧耐震基準については耐震診断結果 

長寿命化判定 RC造ではコンクリート圧縮強度(13.5N/ｍ

㎡)をもとに「要調査」「長寿命」の判定 

 

 

資料：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 

図 7 構造躯体の健全性の判定フロー 
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表 9 構造躯体の劣化状況の評価一覧 

施設名称 建物名称 竣工年度 

耐震安全性 長寿命化判定 

基準 診断 補強 
調査 
年度 

圧縮強度

（N/㎟） 
試算上の
区分 

緑陽小学校 

本館 1971（S46） 旧 H10 改修済 H25 26.2 長寿命 

南館 2010（H22） 新 ― ― ― ― ― 

屋内運動場 1973（S48） 旧 H7 改修済 H28 21.7 長寿命 

名和小学校 

本館 1957（S32） 旧 H8 不要  H25 17.3 長寿命 

中館 1965（S40） 旧 H8 改修済 R1 25.4 長寿命 

北館 1968（S43） 旧 H8 改修済 R1 18 長寿命 

屋内運動場 1969（S44） 旧 H7 改修済 R1 31.9 長寿命 

渡内小学校 

本館 1973（S48） 旧 H10 改修済 H27 22.2 長寿命 

南館 1975（S50） 旧 H10 改修済 ― ― ― 

屋内運動場 1975（S50） 旧 H7 改修済 ― ― ― 

平洲小学校 

本館 1957（S32） 旧 H8 改修済 H26 14.1 長寿命 

中館 1967（S42） 旧 H8 改修済 H26 12.5 要調査 

北館 1969（S44） 旧 H8 改修済 H26 30.8 長寿命 

西館 1978（S53） 旧 H8 ― H26 15.7 長寿命 

屋内運動場 1971（S46） 旧 H7 改修済 H26 30.3 長寿命 

明倫小学校 

北館 1968（S43） 旧 H10 改修済 H27 15.6 長寿命 

本館 1969（S44） 旧 H10 改修済 R1 20.1 長寿命 

屋内運動場 1971（S46） 旧 H7 改修済 R1 27.3 長寿命 

富木島小学校 

本館 1967（S42） 旧 H9 改修済 H30 13 要調査 

中館 1965（S40） 旧 H9 改修済 H30 23.5 長寿命 

南館 1965（S40） 旧 H9 改修済 H27 20.5 長寿命 

屋内運動場 1970（S45） 旧 H7 改修済 H30 18.9 長寿命 

船島小学校 
本館 1980（S55） 旧 H10 改修済 H27 30.1 長寿命 

屋内運動場 1980（S55） 旧 H7 ― ― ― ― 

大田小学校 

北館 1972（S47） 旧 H10 改修済 H27 20.5 長寿命 

本館 1976（S51） 旧 H10 不要 ― ― ― 

屋内運動場 1976（S51） 旧 H7 改修済 ― ― ― 

横須賀小学校 

１棟 1962（S37） 旧 H9 改修済 H25 18.4 長寿命 

２棟 1962（S37） 旧 H9 改修済 H30 25.1 長寿命 

３棟 1962（S37） 旧 H9 改修済 H30 27.1 長寿命 

４棟 1964（S39） 旧 H9 改修済 H30 24.7 長寿命 

本館 1966（S41） 旧 H9 改修済 H30 18 長寿命 

屋内運動場 1999（H11） 新 ― ― ― ― ― 

加木屋小学校 
本館 2009（H21） 新 ― ― ― ― ― 

屋内運動場 2011（H23） 新 ― ― ― ― ― 

三ツ池小学校 

本館 1975（S50） 旧 H10 改修済 H27 21.8 長寿命 

南館 1981（S56） 旧 H10 ― ― ― ― 

屋内運動場 1976（S51） 旧 H7 改修済 ― ― ― 

加木屋南小学校 

北館 1968（S43） 旧 H9 改修済 H27 16.4 長寿命 

本館 1969（S44） 旧 H9 改修済 R1 16.1 長寿命 

南館 1972（S47） 旧 H9 不要 R1 24.5 長寿命 

屋内運動場 2010（H22） 新 ― ― ― ― ― 

名和中学校 

本館 1979（S54） 旧 H10 改修済 H25 18 長寿命 

北館 1979（S54） 新 ― ― ― ― ― 

屋内運動場 1982（S57） 旧 H8 改修済 ― ― ― 

上野中学校 

本館 1962（S37） 旧 H9 改修済 H25 23.6 長寿命 

中館 1967（S42） 旧 H9 改修済 H30 13.6 長寿命 

南館 1970（S45） 旧 H9 改修済 H30 12.5 要調査 

柔剣道場 1980（S55） 旧 ― 不要 ― ― ― 
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施設名称 建物名称 竣工年度 

耐震安全性 長寿命化判定 

基準 診断 補強 
調査 
年度 

圧縮強度

（N/㎟） 
試算上の
区分 

上野中学校 屋内運動場 2003（H15） 新 ― ― ― ― ― 

平洲中学校 

本館 1983（S58） 新 ― ― H27 30.1 長寿命 

北館 1984（S59） 新 ― ― ― ― ― 

屋内運動場 1985（S60） 新 ― ― ― ― ― 

富木島中学校 

本館 1968（S43） 旧 H10 改修済 H27 26.5 長寿命 

北館 1969（S44） 旧 H10 不要  R2 29.5 長寿命 

柔剣道場 1982（S57） 新 ― ― ― ― ― 

屋内運動場 2008（H20） 新 ― ― ― ― ― 

横須賀中学校 

北館 1963（S38） 旧 H9 改修済 H30 24.8 長寿命 

中館 1963（S38） 旧 H9 改修済 H25 19.4 長寿命 

本館 1964（S39） 旧 H9 改修済  H30 26.9 長寿命 

柔剣道場 1964（S39） 旧 H20 改修済 ― ― ― 

屋内運動場 1964（S39） 旧 H8  不要  H30 18.8 長寿命 

加木屋中学校 

北館 1974（S49） 旧 H10 改修済 H25 25.2 長寿命 

本館 1975（S50） 旧 H10 改修済 ― ― ― 

技術棟 1977（S52） 旧 H10 改修済 ― ― ― 

屋内運動場 2009（H21） 新 ―  ―  ― ― ― 

明倫調理場 調理室・事務室 1971（S46） 旧 H15 改修済 H28 32.2 長寿命 

加木屋調理場 調理室・事務室 1974（S49） 旧 H15 不要  H29 25.3 長寿命 

※ 耐久度調査（圧縮強度の調査）は昭和５０年以降のＲＣ造で同一敷地内の１棟を調査している建築

物については、構造躯体の健全性に問題がないことを確認しているため、耐久度調査を省略（平成

２７年度以降）しています。 

 

評価の結果、平洲小学校中館、富木島小学校本館、上野中学校南館については、コンクリート圧縮

強度の数値が１３．５N／㎟未満となっており、文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解

説書」では、「要調査」となり更新（建替え）として試算することになっていますが、上記の３施設に

ついては、耐力度調査により、コンクリート圧縮強度の調査をはじめ、鉄筋の腐食度の調査、コンク

リートの中性化深さの調査及び塩化物劣化度判定の調査を行っており、その調査の総合評価では、長

寿命化が可能であることが確認できているため、今後の躯体の劣化状況を注視しながら、他の施設と

同様に長寿命化を図っていくものとします。 
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② 構造躯体以外の劣化状況の整理                                            

構造躯体以外の劣化状況について、劣化状況調査票及びマニュアルチェックシートを基に、文部科学 

省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に沿った５部位の劣化調査を行いました。 

現場調査を実施した屋根・屋上は、漏水の有無、防水層の破断、破損、表面の劣化、錆や塗装の剥

がれ等、外壁は、鉄筋の腐食に伴った剥落、浮き、開口部付近等のひび割れ本数、塗装のふくれ、割

れ、剥がれ、シーリングの劣化状況等を判断材料に評価しています。 

内部仕上げ、電気設備、機械設備は、部位の全面的な改修年からの経過年数を基本とし、４段階

（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）で評価し、Ａを１００点、Ｂを７５点、Ｃを４０点、Ｄを１０点とし、１００点

満点で数値化した健全度を算定します。健全度の数値が小さいほど建物全体の劣化が進んでいること

を示しています。 

この調査は、今後の維持・更新コストの試算に活用するほか、具体的な整備内容、整備時期等の検

討に活用することを目的として実施しています。 

 

表 10 劣化状況評価 

区分 評価方法 評価基準 

評価基準 ６月に現地調

査を実施し、

屋根・屋上、

外壁は目視状

況により、内

部仕上げ、電

気設備、機械

設備は部位の

全面的な改修

年数を基本に

A、B、C、D

の４段階で評

価 
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健全度の

算定 

各建物の５つ

の部位につい

て劣化状況を

４段階で評価

し、100点満

点で数値化し

た評価指標 

  

    

資料：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 

 

調査の結果、屋上防水については、２棟（全体の約２％）の建物がD評価、１９棟（全体の約２

３％）の建物がC評価、外壁については、４棟（全体の約５％）の建物がＤ評価、２３棟（全体の約２

８％）の建物がC評価でした。内部仕上げ、電気設備については、６１棟（全体の約７４％）の建物が

C評価、機械設備については、２棟（全体の約２％）の建物がD評価、６１棟（全体の約７４％）の建

物がC評価という結果となりました。 

棟別の劣化状況の評価結果は次ページ、表１１のとおりとなっています。 
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表 11 劣化状況の評価一覧 

施設名 建物名
屋根

（防水）
外壁

内部
（仕上）

電気設備 機械設備  健全度

緑陽小学校 本館 B B C C D 49

南館 A B A A A 93

屋内運動場 B A C C C 60

プール管理棟 A A A A A 100

名和小学校 本館 A B C C D 51

中館 B B C C C 53

北館 D D C C C 29

屋内運動場 A A C C C 62

プール管理棟 B A B B B 82

渡内小学校 本館 C C C C C 40

南館 C C C C C 40

屋内運動場 B D C C C 34

プール管理棟 B C C C C 43

平洲小学校 本館 C B C C C 50

中館 B B C C C 53

北館 B C C C C 43

西館 C C C C C 40

屋内運動場 B B C C C 53

プール管理棟 B B C C C 53

明倫小学校 北館 C C C C C 40

本館 C C C C C 40

屋内運動場 A A C C C 62

プール管理棟 A C C C C 45

富木島小学校 本館 B B C C C 53

中館 C B C C C 50

南館 C C C C C 40

屋内運動場 A A C C C 62

プール管理棟 B B B B B 75

船島小学校 本館 C C C C C 40

屋内運動場 B C C C C 43

大田小学校 北館 B B C C C 53

本館 C A C C C 57

屋内運動場 B A C C C 60

横須賀小学校 １棟 C C C C C 40

２棟 B B C C C 53

３棟 B B C C C 53

４棟 B B C C C 53

本館 B B C C C 53

屋内運動場 B B B B B 75

プール管理棟 B B B B B 75

【是正箇所・内容】

Ａ=異常なし
Ｂ,Ｃ=経年による劣化や、軽度な是正箇所。軽度な是正箇所は、原因の確認及び必要な処置(修繕）をした上で、経過観察とする。
Ｄ=是正箇所の拡大や、被害がある場合は応急修繕を行い、年次計画に位置づけを行う。

・防水　本館はﾍﾞﾗﾝﾀﾞから雨天時に雨漏りすることある。現在は
　　　　応急修繕で対応済み。令和5年に防水改修(屋上･ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ)
　　　　を計画している。
・外壁　ｼｰﾘﾝｸﾞ材の硬化がみられる。
・内部　北館4階調理室・1階図書室壁に雨漏り跡、北館床ｼｰﾄの
　　　　劣化
・電気　防火ｼｬｯﾀｰ制御盤の不具合
・機械　職員室空調機の故障のためR3に計上

・防水　本館及び1～4棟教室・廊下に雨漏り跡あり。現在雨漏り
　　　　等被害はなし。
・外壁　1棟1階にｸﾗｯｸ、塗装の剥がれ多数あり。現在雨漏り等被
　　　　害はなし。
・内部　教室、廊下の床の劣化、ひずみ
・電気　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・機械　ﾄｲﾚ配管、ｼﾝｸ（流し）配管のつまり

・防水　本館、南館屋上防水の目地の劣化あり。
・外壁　本館3階南側や1階北側にｸﾗｯｸや膨れあり。南館上裏の爆
　　　　裂あり。南館に通じる渡り廊下で雨天時に雨漏りが発生
　　　　することがあるが、修繕で対応したため経過観察とす
　　　　る。屋内運動場は上裏の爆裂や鉄筋の露出ある。雨天時
　　　　に雨漏りが発生することがあるため令和3年に外壁改修を
　　　　計画している。
・内部　本館、南館雨漏れ跡、本館１階配膳室ｼｬｯﾀｰの錆
・電気　経年による劣化はあるが、不具合はなし。
・機械　ﾌﾟｰﾙろ過機の故障（R3から民間委託の予定）

・防水　1階西階段付近で過去に雨漏れあり。現在雨漏り等被害
　　　　はなし。
・外壁　本館軒天に塗装の剥離、ｸﾗｯｸあり。中館2階EXP.J付近に
　　　　ｸﾗｯｸ、北側外壁にｸﾗｯｸ、錆汁、塗装の浮き（水膨れ）、
　　　　屋内運動場外部階段下端に爆裂あり。現在雨漏り等被害
　　　　はなし。
・内部　中館2・3階の階段床劣化箇所、北館１階廊下床ｼﾛｱﾘ被害
・電気　本館・中館・北館・西館の照明器具の安定器不具合
・機械　西館2階男子ﾄｲﾚの汚水管の漏れ

・防水　本館屋上防水層に膨れ、破れ箇所あり。現在雨漏り等被
　　　　害はなし。
・外壁　本館、北館上裏に塗装の破れ・鉄筋の露出あり、ｼｰﾘﾝｸﾞ
　　　　材硬化がみられる。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　本館床のひずみ、北館3階第1理科室天井に雨漏り跡
・電気　ｲﾝﾀｰﾎﾝの不具合
・機械　給水管の錆による漏れ

・防水　中館3階集会室、南館校長室強雨時に雨漏りあり。
　　　　修繕にて対応したため経過観察とする。
・外壁　中館昇降口、配膳室にｸﾗｯｸ、南館上裏に爆裂、塗装の膨
　　　　れあり。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　中館3階集会室雨漏りによる天井の剥がれ
・電気　経年による劣化はあるが不具合なし。
・機械　校長室空調機の不具合

・防水　南館で不陸による排水不良が一部あり。
　　　　現在雨漏り等被害はなし。
・外壁　本館、南館1階南側及び東側に軒天の破れ、一部にｸﾗｯｸ
　　　　や塗装浮きあり。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　本館各階に床ｼｰﾄめくれ、屋内運動場床は老朽化による
　　　　劣化
・電気　本館教室の照明器具安定器に不具合あり。
　　　　修繕にて照明器具取替対応している。
・機械　職員室空調機の故障のためR3に計上

・屋上　北館屋上の防水ｼｰﾄの浮きや、目地の劣化がみられる。
　　　　雨天時に雨漏りが発生することがあるため、現在は応急
　　　　修繕で対応済み。令和3年に屋上防水を計画している。
・外壁　北館1階にｸﾗｯｸ、上裏の爆裂あり。北館南側上裏は鉄筋
　　　　露出箇所あり。雨天時に雨漏れが発生することがあるた
　　　　め、現在は応急修繕で対応済み。令和3年に外壁改修計画
　　　　している。
・内部　本館教室に床板のひずみ、北館3階天井に雨漏り跡
・電気　自動火災報知設備の不具合のためR3に計上
　　　　本館・中館・北館の照明器具の安定器不具合
・機械　ﾄｲﾚの配管のつまり、PC教室空調機の故障

・防水　本館2・3階に強雨時に雨漏りしている箇所あり。修繕に
　　　　て対応したため経過観察とする。
・外壁　本館西昇降口の軒裏塗装剥離多数・鉄筋露出あり。屋内
　　　　運動西面外壁にｸﾗｯｸあり。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・電気　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・機械　本館男子女子ﾄｲﾚ配管腐食



 

 

27 

 

表 11 劣化状況の評価一覧 

施設名 建物名
屋根

（防水）
外壁

内部
（仕上）

電気設備 機械設備  健全度

加木屋小学校 本館 A C A A A 83

南館 A B A A A 93

三ツ池小学校 本館 B B C C C 53

南館 B B B B B 75

屋内運動場 B B C C C 53

プール管理棟 B B B B B 75

加木屋南小学校 北館 C B C C C 50

本館 C B C C C 50

南館 D D C C C 29

屋内運動場 A A A A A 100

プール管理棟 B C C C C 43

名和中学校 本館 B D C C C 34

北館 C C B B B 62

屋内運動場 A B C C C 55

プール管理棟 B B C C C 53

上野中学校 本館 B A C C C 60

中館 B B C C C 53

南館 B C C C C 43

柔剣道場 B B B B B 75

屋内運動場 B B A A A 91

プール管理棟 B B C C C 53

平洲中学校 本館 B C B B B 65

北館 B C B B B 65

屋内運動場 A A B B B 84

富木島中学校 本館 C C C C C 40

北館 C B C C C 50

屋内運動場 A C A A A 83

柔剣道場 B B B B B 75

プール管理棟 B B C C C 53

横須賀中学校 北館 B B C C C 53

中館 C B C C C 50

本館 B B C C C 53

屋内運動場 B B C C C 53

柔剣道場 B B C C C 53

プール管理棟 B B B B B 75

加木屋中学校 北館 B C C C C 43

本館 C B C C C 50

技術棟 B B C C C 53

屋内運動場 A A A A A 100

プール管理棟 B B C C C 53

明倫調理場 調理室・事務室 B C C C C 43

加木屋調理場 調理室・事務室 C C C C C 40

Ａ=異常なし
Ｂ,Ｃ=経年による劣化や、軽度な是正箇所。軽度な是正箇所は、原因の確認及び必要な処置(修繕）をした上で、経過観察とする。
Ｄ=是正箇所の拡大や、被害がある場合は応急修繕を行い、年次計画に位置づけを行う。

・防水　北館3・4階廊下、本館4階PC室、技術棟3階天井に雨漏り
　　　　箇所あり。現在雨漏り等被害はなし。
・外壁　北館外壁にｸﾗｯｸ・上裏に爆裂、本館外部階段爆裂・鉄筋
　　　　露出あり。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　ﾛｯｶｰの老朽化
・電気　照明器具安定器の不具合
・機械　ﾄｲﾚ配管のつまり

・防水　経年による劣化はあるが不具合なし
・外壁　経年による劣化はあるが不具合なし
・内部　壁にクラックあり、調理場内床に剥がれあり。
・電気　経年による劣化はあるが不具合なし
・機械　温度調節機能の不足
・防水　劣化による雨漏りがあるが、現在は応急修繕で対応済み。
　　　　令和4年に屋上防水を計上している。
・外壁　壁にｸﾗｯｸあり。令和4年に外壁改修を計画している。
・内部　基礎部分にｸﾗｯｸ、床に剥がれ、天井にｶﾋﾞあり
・電気　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・機械　男子ﾄｲﾚの配管につまり、ﾎﾞｲﾗｰの劣化
　　　　温度調節機能の不足

・防水　中館2・3階に天井雨漏り跡あり。現在雨漏り等被害はな
　　　　し。
・外壁　北館3階外壁にｸﾗｯｸ、中館北側軒天に爆裂あり。屋内運
　　　　動場南側軒天爆裂・塗装剥離あり。現在雨漏り等被害は
　　　　なし。
・内部　屋内運動場壁面（板）・床の劣化、ﾛｯｶｰの老朽化
・電気　照明器具安定器の不具合
・機械　職員室空調機の不具合

・防水　北館屋上防水全体的に劣化あり。
・外壁　本館１階、4階に爆裂・鉄筋露出多数ありのため、令和5
　　　　年に計画している。北館屋外階段接続部上裏の剥離があ
　　　　るが、修繕で対応したため経過観察とする。
・内部　本館・北館床ｼｰﾄの劣化、北館1階廊下ｼﾛｱﾘ被害
・電気　防火ｼｬｯﾀｰ制御盤の経年劣化
・機械　本館1階ﾄｲﾚ配管のつまり

・防水　本館3階、中館2階廊下の天井に雨漏り跡あり。現在雨漏
　　　　り等被害はなし。
・外壁　中館2階上裏に塗装剥離・浮き、昇降口にｸﾗｯｸあり。南
　　　　館1階爆裂・鉄筋露出あり。現在雨漏り等被害はなし。
・内部　本館2階教室床、柔剣道場畳の劣化、被服室床の凸凹
・電気　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・機械　図書室空調機の故障のためR3に計上

・防水　本館2階来客用階段天井雨漏り箇所あり。
・外壁　本館2階、4階配膳室にｸﾗｯｸあり。雨天時に雨漏りするこ
　　　　とがある。北館2階渡廊下付近で強雨時に雨漏りするこ
　　　　とがある。修繕で対応したため、経過観察とする。
・内部　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・電気　照明器具安定器の不具合
・機械　校長室空調機の故障のためR3に計上、
　　　　本館ﾄｲﾚ配管のつまり

・防水　本館PC教室ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ、美術室より強雨時に雨漏りあり。
　　　　修繕にて対応したため経過観察とする。北館1・2階天井
　　　　雨漏り箇所あるが、現在雨漏り等被害はなし。
・外壁　本館3階廊下・屋内運動場ｷｬｯﾄｳｫｰｸｻｯｼより雨漏りあり。
　　　　修繕にて対応したため経過観察とする。
・内部　ﾛｯｶｰの老朽化
・電気　照明器具安定器の不具合、ﾌﾟｰﾙ管理棟分電盤の老朽化
・機械　職員室空調機の故障のためR3に計上
　　　　調理室内ﾀﾞｸﾄの異常音

・防水　北館屋上にたわみ・破れあり。南館は雨天時に雨漏りす
　　　　ることがあるため、応急修繕で対応済み。
　　　　令和3年に屋上防水を計上している。
・外壁　北館、本館、南館ｸﾗｯｸ、塗装膨れ箇所あり。
　　　　南館は強風時に雨漏りすることがあるため、応急修繕で
　　　　対応済み。令和3年に外壁改修を計上している。
・内部　床ｼｰﾄの劣化、教室通気口蓋の劣化
・電気　経年による劣化はあるが不具合はなし。
・機械　経年による劣化はあるが不具合はなし。

・外壁　本館3～R階階段にｸﾗｯｸあり、屋内運動場開放渡り廊下・
　　　　南側外壁に膨れあり。現在雨漏り等被害はなし。

・防水　南館天井雨漏り跡あり。現在雨漏り等被害はなし。
・外壁　南館、屋内運動場上裏に塗装の剥がれあり。
・内部　窓ｻｯｼの劣化
・電気　非常放送設備の不具合
・機械　防火ｼｬｯﾀｰ降下不良の不具合のためR3に計上
　　　　職員室・図書室空調機の不具合

【是正箇所・内容】
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（３） 将来コストの見通し（従来型）                                       

６０年で更新（建替え）する従来型（事後保全型）の場合、今後４０年間のコストは６７４億円

（１６．９億円／年）かかる試算となります。これは直近５年間の施設関連経費４．３億円／年の約

３．９倍となっています。 

また、既に築４０年経過した建物が７割以上を占めており、令和３年度（２０２１年度）～令和２

２年度（２０４０年度）の２０年間では更新（建替え）時期が集中するため、時期及び財政支出の平

準化の対応策を検討する必要があります。 

  

図 8 今後の維持・更新（建替え）コスト（従来型）【築 30 年で大規模改修、築 60 年で更新】 

 

 

表 12 費用区分・内容 

費用区分 費用内容 周期 工事期間 費用 費用根拠 

更新（建替

え） 

施設の建替え

にかかる費用 
60年 ２年 

学校：33.0万円/㎡ 

給食センター：58.0万円/㎡ 

文部科学省の学校施設の長寿命

化計画策定に係る解説書による 

※給食センターの建替え費用に

ついては直近の他市の実績を参

考 
大規模改修 

機能回復にか

かる費用 
30年 １年 

体育館 5.54万円/㎡ 

その他 6.30万円/㎡ 

その他 

施設整備費 

施設整備にか

かる費用 
毎年 1年 2.22億円 

その他の施設整備費（新築以外） 

の過去5年間平均 

維持修繕費 
維持修繕にか

かる費用 
毎年 1年 29.6百万円 

維持修繕に係る費用の過去 

5年間平均 

光熱水費 

委託費 

光熱水費、委託

にかかる費用 
毎年 1年 1.55億円 

光熱水費及び委託料に係る 

過去5年間平均 
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10年間 10年間

23.4億円/年

10年間

8.7億円/年

10年間

8.9億円/年26.4億円/年

対象建物
226棟

15.9万㎡

40年間の総額

674億円

40年間の平均

16.9億円/年

過去の施設関連

経費5年平均

4.3億円/円

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

大規模改修施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

更新（建替え）

3.9倍 
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（４） 学校施設の実態を踏まえた課題                                       

課題１ 更新（建替え）・改修時期及び財政支出の平準化 

本計画の対象とする学校施設のうち、築４０年以上経過した建物が、面積割合で７７％を占めて

おり、経年による老朽化が進んでいます。今後は、これらの施設の改築時期や老朽化対策としての

外壁改修や屋上防水工事などを行う時期が重なってくることから、計画的な定期修繕を実行し、施

設の長寿命化を図るとともに、更新（建替え）及び改修時期の平準化を行い、財政支出の平準化を

図っていく必要があります。 

課題２ 老朽化、長寿命化への対応 

現状の学校施設は、予防保全により外壁改修や屋上防水などを進めている一方、空調設備など耐用

年数を超過している設備等が存在することから、劣化状況を踏まえながら、計画的に改修を進める必

要があります。また、施設の長寿命化を図るため、長期使用に向けたコンクリートの中性化対策工事

等、耐久性の向上に関する整備も行っていく必要があります。 

課題３ 施設規模の適正化 

学校によっては、今後、土地区画整理事業の影響により児童生徒数が増加していく学校がある一方

で、将来的な人口減少に伴い、児童生徒数の減少や学級数が減少し、適正規模に満たない学校が出て

くることが見込まれます。施設を更新（建替え）する際の施設規模の決定にあたっては、児童生徒数、

学級数のその後の推移を適切に把握し、適正な規模で更新（建替え）を行っていく必要があります。

また、他の地域密着型施設との複合化等を視野に入れながら施設規模について、継続的に検討を行う

必要があります。 

課題４ 安心・安全な学校給食を提供するための整備 

学校給食センターは、安心で安全な給食の提供のため、常に安全で衛生的な環境を保つ必要がある

ことから、予防保全として計画的に建築物の改修を行うとともに、蒸気ボイラー等の設備についても

改修・更新を行っていく必要があります。 

また、年々増えている食物アレルギーを有する児童生徒への対応が求められています。 
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３章 学校施設整備の基本的な方針等                                 

（１）学校施設の規模、配置計画等の方針                              
① 地域の拠点施設としての複合化や集約化                                                          

・学校施設は地域の交流機能や防災機能等を持つ拠点施設です。そのため、施設の更新（建替え）の 

際には、地域の実情に応じ、地区公民館・市民館や児童館等、他の地域密着型施設との複合化や集約 

化についての検討を進めます。また、複合化や集約化に当たっては、児童生徒等の安全や教育環境へ 

十分に配慮します。 

② 規模の適正化による更新時等の延床面積の縮減                                                          

・学校施設の規模については、児童生徒数や学級数の推移等を見据え、継続的に見直しを行いなが

ら適正化を図ります。 

・東海市人口ビジョンでは、年少人口（０～１４歳）は近年、横ばいで推移しており、約３０年後 

の２０５０年に１７，４３５人まで増加しますが、その後、減少に転じ、約４０年後の２０６０年

には１６，５８３人まで減少すると推計しています。 

【小中学校】 

 ・大田小学校及び加木屋小学校については、土地区画整理事業等が予定されており、児童数及び学 

級数が増加することが想定されるため、適切な学級数を確保します。 

・長期的には児童生徒数が減少する見込みであること及び特別支援学級数が増加していることも視 

野に入れつつ、適正な施設規模及び配置について継続的に検討を行います。また、他の地域密着型 

施設との複合化や集約化により、施設の共用等も見据え、更新（建替え）の際には、延床面積の縮 

減を図ります。 

【学校プール】 

・施設の老朽化が進み、維持管理経費が多大となっていること、また、教員の負担軽減が求められ 

ていることなどの観点から、施設への移動時間等の条件を考慮し、順次、民間プールを活用した水 

泳授業への移行を進めています。民間プールの利用が可能となった学校については、不要となった 

プール本体や管理棟を除却します。 

なお、水泳授業の民間委託への移行がされていない学校の学校プールの更新（建替え）は行わ 

ず、当面の間、長寿命化を進めることとします。 

【給食センター】 

・長期的には児童生徒数が減少する見込みであること、また、食物アレルギー対応としての調理作 

業の区別化が必要であることなどを踏まえ、適正な施設規模及び配置について検討を行います。更 

新（改築）時には、現在２施設ある給食センターの統合等も含め検討します。 
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図 9 東海市人口ビジョン（第２期東海市総合戦略）による年少人口推計 

 

表 13 再編計画での方向性と論点（学校施設） 

施設類型 管理に関する基本方針 施設検討の方向性と論点 

学校  
・小中学校  

・学校給食

センター 

〇学校施設は、将来的に

は 児童・生徒数の変

動に合わせた施設の

整備などによって、

学校規模の適正化を

図っていきます。  

〇給食センターは、児

童・生徒数の変動に

合わせた施設規模の

適正化を図っていき

ます。 

■推進項目（方向性） □検討項目（論点） 

■学校施設は、将来的な児童生徒数の変動に合わ

せて、学校規模の適正化を図ります。  

■学校施設は、地域の拠点として複合化や集約化

を推進します。  

□学校施設を地域の拠点として複合化や集約化を

する場合は、メリットを生かし、デメリットを

少なくするための施設配置等を検討します。  

■学校プールは、民間施設を活用した水泳授業の

移行を進めます。  

■学校給食センターは、更新する際は施設統合等

を行い、既存施設の延床面積に対して縮減を図

ります。 
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（２） 改修等の基本的な方針                                   

① 点検・診断結果に基づく予防保全による長寿命化                                                          

・児童生徒等が安心・安全に学校施設を利用できるよう、構造躯体以外の劣化状況の評価など、点 

検及び診断結果に基づき優先順位を定め、計画的に修繕及び改修を行います。 

・目標耐用年数及び改修周期等に基づき、定期修繕や大規模改修による予防保全を行いながら長寿 

命化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 事後保全のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 予防保全のイメージ 

 

 

建物の水準 

大規模改修費 
（事後保全的な改修） 

更新（建替え）費 

更新 

竣工 

経年による 

機能・性能の劣化 

60年間 

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなってしまう） 

建物の水準 

定期修繕費 

（予防保全的な改修） 

更新 

竣工 

経年による 
機能・性能の劣化 

80年間 

（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う） 

更新（建替え）費 

定期修繕費 
（予防保全的な改修） 

大規模改修費 
 

定期修繕 
経年劣化による機能低下に 

対する回復工事 

・屋根防水、外壁改修等 

メンテナンスサイクルに 

基づく改修 

 

大規模改修 
経年劣化による機能低下に対する改修と 

社会的要求に対応するための機能向上工事 

 

・定期修繕＋リニューアル改修 

 



 

 

33 

 

表 14 目標耐用年数 

構造 目標使用年数 

鉄筋コンクリート造（RC） 

鉄筋鉄骨コンクリート造（SRC） 

重量鉄骨造（S） 

80年以上 

軽量鉄骨造（S） 

木造（W） 

コンクリートブロック造（CB） 

50年以上 

表 15 改修周期 

区分 改修周期 

屋根 シート系防水・塗膜防水等 20年 

屋根長尺金属板等 30年 

外壁 外壁仕上塗材 20年 

外壁既成板 30年 

電気設備 受変電（高圧） 30年 

発電 30年 

自動火災報知 20年 

機械設備 空調 20年 

給排水 30年 

給湯用・調理用ボイラー 15年 

昇降機 30年 

インフラ施設 プール本体（ＲＣ） 

プール本体（ＦＲＰ） 
30年 

遊具（鋼製） 29～33年 

バックネット（鋼材） 35年 

照明灯（鋼材） 41年 

プレハブ冷凍庫・冷蔵庫 10年 

給食用調理機器 15年 

※インフラ施設の改修周期は「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】（国土交通省都市局公園 

緑地・景観課策定）」を参照 

② 計画的な更新（建替え）による財政支出の平準化                                                          

・本市が保有する公共建築物の延床面積をみると、学校施設は割合が最も多く、また、築４０年以上

経過する施設が７割以上を占めることから、施設の更新（建替え）及び改修が集中しないよう、劣化

状況を定期的に把握しつつ、計画的に前倒し更新（建替え）と長寿命化を行いながら、財政支出の平

準化を図ります。原則として、更新（建替え）は、複数の学校施設の工事が重ならないよう計画しま

す。 
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《更新（建替え）の優先順位付け》 

・昭和３０年代に竣工され、築５０年以上経過し老朽化が進んでいる施設は、耐用年数の残年数が 

短いことから、更新（建替え）の検討を行います。 

・小規模校など、児童生徒数及び学級数が少ない学校については、快適で安全な学校生活を確保す

るため、大規模改修により施設の機能向上を図り、８０年以上の施設の利用を目指します。その上

で、児童生徒数及び学級数の減少がさらに進んだ場合等には、延床面積の縮減や統廃合、小中一貫

校等の検討を行うこととします。 

《更新（建替え）の基本単位》 

・本市の学校施設の多くは増築を繰り返しており、築年数の異なる棟が複数ある構成になっている

ため、目標耐用年数まで使用し、棟単位で更新（建替え）することとします。しかしながら、校舎

等の配置、教育等への影響、安全面、効率面等を考慮し、更新（建替え）を棟ごととするか、学校

施設全体とするかを総合的に判断します。 

③ 社会環境の変化等の整備水準への反映                                   

・学校施設は、子どもたちの学習・生活の場であり、時代の変化とともに多様化する学習活動や社会 

のニーズへの対応が必要となります。現在はＩＣＴ環境整備やバリアフリー化、環境に配慮した省エ 

ネルギー化などを整備水準に取り入れています。今後も時代の変化に柔軟に対応する教育環境づくり 

を目指し、ニーズに合わせて基本的な整備水準を適宜見直すことで、大規模改修等の際に機能向上を 

図り、施設を長期間、快適に使用できるようにします。 

④ 安心・安全な学校給食を提供するための整備                                   

・異物混入や食材の汚染を未然に防ぎ、おいしく安心安全な学校給食を提供するために、外壁改修や 

屋上防水などの学校施設の予防保全はもとより、調理機器、ボイラー、空調設備及び換気設備などに 

ついても計画的な更新を行います。 
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４章 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等                      

（１） 改修等の整備水準                                         

学校施設整備の基本的な方針と学校施設の老朽化状況の実態を踏まえ、児童生徒数の推移や学校に求

められるニーズを考慮し、以下の整備項目を目的ごとに整理します。 

また、２０年目、６０年目に行う定期修繕、４０年目に行う大規模改修の主な内容については、表 

１６の通りです。 

①安全性・耐用性の確保と維持 

・外壁改修：塗装、クラック補修、浮き補修等 

 （樹脂製で耐久性の高い材料を使用した全面改修を基本とします） 

・屋上・屋根改修：防水改修等 

 （耐久性や防水機能を考慮し、材料を選定し、全面改修を基本とします） 

・避難所としての防災機能の対策（非構造部材の耐震対策） 

・内装改修：天井・壁・床改修、建具改修 

・外構の安全対策：遊具等インフラ設備の改修 

②機能性・快適性の確保と維持 

 ・防災設備の更新 

・受変電設備、照明設備等の更新 

・空調設備の整備・更新 

・給排水管設備の更新 

・放送設備機器や配線の更新 

・エレベーターの更新 

・トイレ改修（洋式化、ドライ化） 

・バリアフリー化 

・ＩＣＴ環境整備 

③環境・省エネへの配慮 

・断熱性能、遮音性能の向上 

・設備の効率化（ＬＥＤ照明） 

・遮熱塗装等の改修 
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表16 定期修繕と大規模改修の主な内容 

  
定期修繕 

（築２０・６０年目） 

大規模改修 

（築４０年目） 

屋上防水 

シート防水 

塗膜防水 

アスファルト防水 

シート防水 

塗膜防水 

アスファルト防水 

外壁改修 

塗装 

クラック補修 

浮き補修 

塗装 

クラック補修 

浮き補修 

内装改修   
天井・壁・床仕上げ材の改修 

建具改修 

設備改修 

防災設備の更新 防災設備の更新 

  給排水管の全面更新 

放送設備機器の更新 放送設備機器、配線の更新 

ポンプ等機器の更新 ポンプ等機器の更新 

空調設備の更新 空調設備の更新 

  電気配線の全面更新 

 電気通信設備の全面更新 

  エレベーターの更新 

躯体   
外壁躯体補修（必要な場合） 

（中性化対策） 

インフラ設

備改修 
 遊具、工作物の改修・更新 

機能向上 

  バリアフリー化 

  トイレの改修（洋式化、ドライ化） 

  設備の更新化（ＬＥＤ照明） 
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（２） 維持管理の項目・手法等                                      

維持管理を効率的・効果的に実施するため、小中学校については、劣化状況調査票、給食センターに

ついてはマニュアルチェックシートに基づき毎年点検を実施します。（点検結果はP２６、２７参照） 

特に劣化が著しく進んでいる施設は計画的な改修を実施し、教育環境水準の維持を図っていきます。 

 

図 12 劣化状況調査票（記載例）       図 13  マニュアルチェックシート（記載例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度）

㎡ 地上 4 階 地下 階

1 屋根 ■ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 ■ 天井等に雨漏り痕がある

□ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 ■ 塗仕上げ □ 鉄筋が見えているところがある

□ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル ■ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

■ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 □ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 ■ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

■ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検

■ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 ■ 給水配管改修

■ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）
4階廊下漏水跡2カ所あり。
軒天に塗装の破れ4カ所あり。外壁クラック・コンクリート浮きあり。屋上棟屋外壁クラック・錆汁あり。印刷室前犬走りに沈下に
よる亀裂あり。
3・4階各部屋の梁にクラックあり。4階家庭科室-準備室間の壁クラック・コンクリート欠損あり。2階西男子トイレ壁にクラックあ
り。1階昇降口床にクラックあり。1階特別支援学級床に隆起による不陸あり。

健全度

53

H4 給排水(ポンプ、タンク、排水等）

C
H4

C

H22 高圧

H16

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

R1

評価

C

B

軒天に塗装の
破れ4カ所あ
り。
外壁クラック・
コンクリート浮
きあり。
屋上棟屋外壁
クラック・錆汁
あり。
印刷室前犬走
りに沈下によ
る亀裂あり。

4

H16 外壁仕上塗材

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

H25 屋根防水＋押えコン 4階廊下漏水
跡2カ所

B

2

通し番号 1

学校名 緑陽小学校 学校番号 751

昭和46 年度（

構造種別 RC 延床面積 2,182 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号 1 建築年度

調査日 令和2年6月15日

建物名 本館 記入者

1971

100点
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５章 長寿命化の実施計画                                            

（１） 改修等の優先順位付けと実施計画                               

① 改修等の優先順位付け                                                 

優先順位付けの考え方については、児童生徒の安心安全な教育環境を確保することを最優先とし、 

施設の劣化状況等に基づき優先順位を決定します。長寿命化が必要な施設や更新（建替え）築等によ

る整備が必要な施設の精査を行い、優先順位付けを行います。以下の改修等の優先順位付けの基準を

もとに実施計画を策定します。 

①  児童生徒の安心安全を確保するため、劣化状況調査による是正箇所があるもの 

（例：屋上防水劣化による雨漏り、外壁材落下の危険性、消防設備の不具合） 

  特に安心・安全への配慮として、劣化状況調査で劣化が特に激しいと判断された部位（４段階

評価判定のＤ評価）については、今後３年以内に前倒しで改修を行います。基本的には、健全度

の点数が低い施設から順に改修を行うこととしますが、経過年数や過去の修繕履歴を考慮して優

先度を設定します。 

②  機能性の観点、施設本来の要求水準が満たしていないもの（例：トイレ改修、電気設備等） 

順次更新を行います。同一年度に費用が集中する場合は、劣化状況調査、経過年数、施設の利

用状況等を考慮し、優先度を設定します。 

 

 表 17 改修等の優先順位 

優先順位 改修等の内容 

１ 
安全・安心への対応 

（Ｄ評価の改修、防水・外壁改修、消防設備、空調設備等） 

２ 
施設機能の確保 

（給排水設備・トイレ・電気設備・エレベーター改修等） 

３ 
教育内容・方法への適応 

（ＩＣＴ化、バリアフリー対応等） 
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② 実施計画                                                          

 今後３年間の学校施設の整備計画案は表１８に示します。 

表 18 整備計画案（3年間） 

  R3（2021）年度 R4（2022）年度 R5（2023）年度 

定期修繕 

(老朽) 

屋根防水 名和小（北） 

加木屋南小（南） 

名和小（中） 

加木屋調理場 

横須賀中（屋体） 

加木屋中（技術） 

外壁 名和小（北） 

加木屋南小（南） 

渡内小（屋体） 

名和小（中） 

加木屋調理場 

三ツ池小（屋体） 

名和中（本） 

横須賀中（屋体） 

加木屋中（技術） 

消防設備 名和小 

三ツ池小 

大田小 

富木島小 

平洲中 

名和中 

加木屋中 

空調整備 普通教室 名和小、平洲小   

職員室 緑陽小、大田小 横須賀小、上野中 横須賀中 

保健室    

図書室 上野中  横須賀中 

増築 （大田小） （大田小）  

防災機能強化 非構造部材 

改修 

 渡内小 

船島小 

横須賀中 

加木屋中 

受水槽改修  船島小  

その他 

施設整備 

 名和小（擁壁） 

名和中（下水道） 

 

明倫小（IP） 

横須賀中（屋体

床） 
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（２） 長寿命化コストの見通しと効果                               

① 長寿命化コストの見通し（４０年間）                                            

本市における今後の維持・更新（建替え）コストについて、現在の施設総量を維持し長寿命化した 

場合及び第３章及び第４章で設定した方針に基づき、前倒しや一層の長寿命化を行い、更新（建替 

え）時に延床面積を縮減した場合の今後４０年間のコストの見通しについて、試算を行いました。 

 ⑴ 費用区分及び内容 

表 19 費用区分・内容 

費用区分 費用内容 周期 工事期間 費用 費用根拠 

更新（建替

え） 

施設の建替えに 

かかる費用 
80年 3年 

学校：33.0万円/㎡ 

給食センター：58.0万円/㎡ 

文部科学省の学校施設の長寿命
化計画策定に係る解説書による 

※給食センターの建替え費用に 

ついては他市の実績を参考 

定期修繕 
メンテナンスサイ

クルに基づく改修 

部位改修 

ごとの周期 
１年 過去の本市における部位ごとの改修費用の平均 

大規模改修 
リニューアル工事 
にかかる費用 

40年 2年~3年 
学校：13.8億円/㎡ 

給食センター：26.4億円/㎡ 

躯体を除いた 
建替え費用の60% 

維持修繕費 
維持修繕に 

かかる費用 
毎年 1年 29.6百万円 

維持修繕に係る費用 

の過去5年間平均 

光熱水費 

委託費 

光熱水費、委託に 

かかる費用 
毎年 1年 1.55億円 

光熱水費及び委託料に 

係る過去5年間平均 

⑵ 長寿命化型のコストの見通し 

   長寿命化型 

築８０年で現在の施設総量を維持したまま更新（建替え）した場合、今後４０年間のコストは 

５８６億円（１４．７億円／年）となり、直近５年間の施設関連経費４．３億円／年の約３．４倍

のコストが見込まれます。従来型（P２８掲載）と比較して、今後４０年間で８８億円（約１３ 

％）のコストが減少しました。しかし、令和２４年度（２０４２年度）～令和４２年度（２０６０

年度）に集中している更新（建替え）時期及び財政支出の平準化を行う必要があります。 

図 14 今後の維持・更新（建替え）コスト（長寿命化型） 
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10年間 10年間

4億円/年

10年間

26.7億円/年

10年間

20.5億円/年7.4億円/年

対象建物
226棟

15.9万㎡

40年間の総額

586億円

40年間の平均

14.7億円/年

過去の施設関連

経費5年平均

4.3億円/㎡

従来型の40年間

平均

16.9億円/㎡

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

大規模改修施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

定期修繕
施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

更新（建替え）

更新のピーク 

2042年～2060年（19年） 

総額約397億円 

（約20.9億円/年） 
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 平準化した長寿命化型＋延床面積縮減 

本市において、従来型から長寿命化型への移行は、今後４０年間の維持・更新（建替え）コス

トで８８億円減少していますが、より一層の削減と平準化を図るため、３章及び４章に示した方

針に基づき、一時期に集中していた更新（建替え）時期を見直し、中期（２０３１年度～２０４０

年度の１０年間）から前期（２０２１年度～２０３０年度の１０年間）へ１校程度の前倒しし、

長期（２０４１年度～２０６０年度の２０年間）から中期へ４校程度の前倒しし、長期へ一層の

長寿命化を行うことにより平準化を行っています。さらに、公共施設再編計画に基づく他の地域

密着型施設との複合化等による延床面積の縮減を図ることで、今後４０年間のコストは５１６億

円（１２．９億円／年）となります。これにより、今後４０年間で従来型より１５８億円（約２

３％）、(ア)長寿命化型より７０億円（約１２％）のコストの削減を見込むことができました。 

図 15 今後の維持・更新（建替え）コスト（長寿命化平準化型+延床面積縮減） 

なお、試算の実施にあたり、現在の更新（建替え）のコストは、校舎が２年（校舎が複数棟ある場

合）、体育館などは１年で、更新（建替え）する試算となっておりますが、実際に更新（建替え）す

る際には、全体の建物の配置などを考慮し、検討していきます。 

また、公共施設全体での平準化や本市の財源状況などを踏まえ、今後も引き続き検討を重ね、実現 

 可能な整備計画を検討していきます。 

② 長寿命化による効果                                        

効果１ 快適で安全な学校施設の確保 

 計画的な改修を行うことで、突発的な故障等の発生を減少し、生活環境・学習環境の維持向上を行

うことで、快適で安心・安全な学校生活を確保することができます。 

効果２ コストの削減 

 計画的な予防保全の実施により、施設の長寿命化を行うことで、突発的な修繕費用の減少が見込ま

れます。 

 また、施設規模の適正化を図り、延床面積縮減の検討を行うことで、今後４０年間のコストは約 

１５８億円（約４億円/年）の削減が見込まれます。 
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10年間 10年間

14.5億円/年

10年間

13.4億円/年

10年間

14.5億円/年9.2億円/年

対象建物
226棟

15.9万㎡

40年間の総額

515億円

40年間の平均

12.9億円/年

過去の施設関連

経費5年平均

4.3億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

大規模改修施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

定期修繕施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

更新（建替え）

前倒し更新 

増1.8億円/年 
前倒し更新 

増10.5億円/年 

前倒し等による 

平準化 

減13.3億円/年 

長寿命化による 

平準化 

減6.0億円/年 

従来型40年間平均

16.9億円/年

長寿命化型

40年間平均

14.7億円/年

516億円 
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６章 長寿命化計画の継続的運用方針                                 

（１） 情報基盤の整備と活用                                   

情報基盤の整備については、現在も実施している非構造部材点検等の公共施設の状態に関する情報を

整理していきます。また、今後は、過去の部位毎の改修・交換履歴、事故・故障の発生状況等をデー

タベースとして一元的に蓄積するとともに、蓄積された施設データベースを計画的な保全に活用して

いくものとします。 

（２） 推進体制等の整備                                     

「劣化状況調査票」「非構造部材点検」を基に、設置管理者として定期的な点検・調査を実施し、学

校と連携して施設の状態把握に努めるとともに、児童生徒数及び学級数の推移や今後の社会情勢や学

校施設に求められるニーズ等の変化を把握し、関係部署との連携の強化を図り、本計画に関する取組

みを進めていきます。なお、具体的な取組にあたっては、地域住民や保護者、関係団体との情報提供

や意見交換などを行い、市民意見を反映しながら事業化を進めていきます。 

（３） フォローアップ                                         

本計画の実施にあたり、今後も引き続き、施設の劣化状況、学校教育の取り巻く環境の変化、児童生

徒数の変動、社会情勢の変化、市の財政状況等に対応したていく必要があり、５年ごとを目安にフォ

ローアップを実施し、実現性・実効性を確保した計画とします。なお、上位計画である総合管理計画

や再編計画との整合も適宜行っていきます。 

また、今後、児童生徒数が減少していくことが全国的な流れとして想定される一方で、特別支援学

級が増加傾向にあることや、小学校では令和３年度（２０２１年度）から段階的に３５人学級になる

方向性が国から出されていることから、このような状況を総合的に判断し、財政支出の平準化や学校

を取り巻く環境の変化を踏まえて、ＰＤＣＡサイクルを実行し、実現性のある計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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事業計画作成 
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資料編                                          

用語解説 

あ行 維持管理 

良好な状態に建物や設備の性能・機能を保つとともに、社会・

経済的に必要とされる性能・機能を確保し、保持し続けるた

め、建物や設備の点検・診断を行い、必要に応じて建物の改修

や設備の更新を行うこと 

 インフラ長寿命化基本
計画 

中長期的な維持管理・更新等に係るコストの縮減や予算の平準

化を図るとともに、国民の安全・安心を確保し、維持管理・更

新に係る産業の競争力を確保するための方向性を示すものとし

て、国や地方公共団体、その他民間企業等が管理するあらゆる

インフラを対象に策定された基本計画 

 インフラ長寿命化計画
（行動計画） 

政府全体の老朽化対策に関する取組として、インフラ長寿命化

基本計画に基づき、国、自治体レベルで行動計画の策定を進

め、全国のあらゆるインフラの安全性の向上と効率的な維持管

理を実現することとされている 

か行 定期修繕（改修） 
経年劣化した建物の部分又は全体の原状回復を図る工事や、建

物の機能・性能を求められる水準まで引上げる工事を行うこと 

 学校施設台帳 
毎年地方公共団体が棟別面積等を取りまとめている公立学校施

設の台帳 

 旧耐震基準 昭和 56 年の建築基準法改正より前の耐震に関する設計基準 

 更新（建替え） 
老朽化により構造上危険な状態にあったり、教育上、著しく不

適当な状態にあったりする既存の建物を建替えること 

さ行 事後保全 
建物や設備等において、不具合が出た箇所のみを事後的に修繕

するというような維持管理の方法 

た行 大規模改修 
機能維持、機能回復工事と、社会的欲求に対応するための機能

向上を目的とした改修を行うこと 

は行 バリアフリー化 
障がいのある人が社会生活をしていく上で障壁（バリア）とな

る段差等の物理的障壁を除去すること 

 部位修繕 
経年劣化した建物の部分を、既存のものと概ね同じ位置に、概

ね同じ材料、形状、寸法のものを用いて原状回復を図ること 
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ま行 目標耐用年数 
本市が目標とする、建物を建築してから改築等を行うまでの使

用期間のこと 

や行 予防保全 

建物の損傷や設備等の異常が軽微である早期の段階から、性

能・機能の保持・回復を図るための修繕等を予防的に実施し、

維持管理する方法 

ら行 ランニングコスト 
建設以降にかかる運用費（光熱水費等）、保全費、修繕費、

施設更新費等を含む費用のこと 
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